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2024年（令和6年）7月15日

つ
い
先
日
高
校
の
同

窓
会
に
出
席
し
、
同
級

生
や
先
輩
に
会
っ
て
50

年
以
上
前
の
女
子
高
生

に
戻
っ
た
よ
う
な
気
分

に
な
り
ま
し
た
。
同
級

生
が
ス
マ
ホ
で
撮
影
し

た
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見

せ
て
く
れ
、
懐
か
し
い
友
の
顔

に
出
会
い
ま
し
た
▼
写
真
に
書

か
れ
て
い
る
名
前
は「
旧
姓
」で

す
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
の
消

息
を
話
し
な
が
ら
、
女
性
は
二

つ
の
姓
を
持
つ
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
最
近
、
経
団
連

が
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」
を
求

め
る
要
望
書
を
自
民
党
に
出
し

た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。
言
葉
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
内
容
は
理
解
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
新
聞
で
読
ん
で
み
る

と
「
選
択
肢
の
あ
る
社
会
を
目

指
し
て
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す

▼
性
別
や
国
籍
・
年
齢
な
ど
に

関
係
な
く
、
誰
で
も
活
躍
で
き

る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
「
選

択
的
夫
婦
別
姓
」
は
必
要
と
あ

り
ま
す
。
結
婚
に
よ
っ
て
姓
を

変
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
築

い
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
が
消
え
て

無
く
な
る
よ
う
な
気
に
な
る
の

で
は
？

（
紫
陽
花
）

総
会
の
前
に
、
西
区
長
か
ら
「
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
務
め
ら
れ

た
」
と
し
て
、
5
人
の
前
自
治
会

長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

和
田

豊
佐
＝
野
方
台
団
地

斎
藤

勇
雄
＝
野
方
南
1
区

仁
田
坂
喬
一
＝
藤
ヶ
丘

吉
岡

岩
輝
＝
戸
切
町

柴
田

芳
徳
＝
橋
本
町

総
会
は
、
29
人
の
構
成
員
中

29

26

人
の
出
席
で
成
立
。
規
約
の
と
お

り
新
里
幸
吉
・
自
治
協
議
会
会
長

が
議
長
と
な
り
、
上
原
恵
美
子
・

公
民
館
主
事
を
議
事
録
署
名
人
に

指
名
し
ま
し
た
。

【
2
0
2
3
年
度
活
動
報
告
】

○
い
き
み
な
み
体
育
祭

10
月
10

15
日
に
壱
岐
ヶ
丘
中
学
校

で
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
だ
け
で
、
種
目
も
減
ら
し

て
の
体
育
祭
で
し
た
が
、
参
加
者
は

み
ん
な
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

○
い
き
み
な
い
と
祭
り

11
月
4
日
に
壱
岐
南
小
学
校
で

行
い
ま
し
た
。
今
年
は
小
学
生
の

ラ
ン
タ
ン
を
外
花
壇
に
置
き
、
校

庭
に
は
自
治
会
の
ラ
ン
タ
ン
と
露

店
が
並
び
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

○
い
き
み
な
み
文
化
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

11
月
３
日
か
ら
9
日
ま
で
の
期

間
中
、
生
活
環
境
委
員
会
に
よ
る

万
華
鏡
づ
く
り
体
験
と
緑
の
カ
ー

テ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
写
真
の
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
福
岡
市
男
女
共
同
参
画

週
間
」
と
あ
っ
て
、
男
女
共
同
参

画
推
進
会
議
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
私
は

男
女
平
等
を
憲
法
に
書
い
た
』
の

視
聴
を
行
い
ま
し
た
。

○
20
周
年
記
念
行
事

自
治
協
議
会
設
立
20
周
年
の
記

念
式
典
と
祝
賀
会
を
11
月
11

25
日
に

壱
岐
南
小
学
校
で
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
記
念
誌
を
発
行
し
、

動
画
「
壱
岐
南
校
区
の
現
在
・
未

来
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

【
2
0
2
4
年
度
活
動
計
画
】

○
い
き
み
な
み
体
育
祭

今
年
は
10
月
10

20
日
（
日
）
に
行

う
予
定
で
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
体
育
振
興
会
と
も
話
し

あ
っ
て
決
め
て
い
き
ま
す
。

○
い
き
み
な
み
文
化
祭

今
年
は
4
年
に
一
度
の
文
化
祭

と
な
り
ま
す
。

11
月
3
〜
4
日（
日
〜
月
）
に
壱

岐
南
小
学
校
と
戸
切
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
館
、
壱
岐
南
公
民
館
で
行

い
ま
す
。

○
い
き
み
な
い
と
祭
り

今
年
度
は
行
い
ま
せ
ん
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
重
ね

て
、
本
年
度
中
に
結
論
を
出
し
ま

す
。（
5
月
24
日

定
例
連
絡
会
で

決
定
）
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長
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長

〃
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計
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顧
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川
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江
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河
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青
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澤
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芹

武

彦

大
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惠
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猛
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濱
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松
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弘
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庄
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里
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拓
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嶋

由
利
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原
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輝

子

柴
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太
郎

大
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美

代

山

中

剛

榎

田

壽

仁

古

藤

直

樹

上

原

恵
美
子

山

本

泉

濱

地

義

和

緒

方

美
由
紀

土

井

隆

森

律

雄

木

付

智

美

小
金
丸

誠

尾

崎

智

子

会

員

団

体

名

人
権
尊
重
推
進
協
議
会
会
長

自
主
防
災
推
進
会
会
長

萩
ヶ
丘
自
治
会
会
長

生
活
環
境
委
員
会
会
長

社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長

青
少
年
育
成
会
会
長

橋
本
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
会
長

男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
会
長

野
方
南
台
自
治
会
会
長

防
犯
推
進
会（
防
犯
組
合
）会
長

野
方
台
団
地
自
治
会
会
長

野
方
団
地
自
治
会
会
長

交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長

野
方
南
１
区
自
治
会
会
長

野
方
南
２
区
自
治
会
会
長

野
方
南
３
区
自
治
会
会
長

野
方
南
４
区
自
治
会
会
長

藤
ヶ
丘
自
治
会
会
長（
衛
生
連
合
会
会
長
）

壱
岐
団
地
南
自
治
会
会
長

戸
切
町
自
治
会
会
長

橋
本
町
自
治
会
会
長

体
育
振
興
会
会
長

文
化
振
興
会
会
長

社
会
福
祉
協
議
会
会
長

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

保
護
司
会
会
長

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
代
表

壱
岐
南
小
学
校
P
T
A
会
長

壱
岐
丘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

壱
岐
南
公
民
館
館
長

福
岡
市
議
会
議
員

福
岡
市
議
会
議
員

壱
岐
丘
小
学
校
校
長

壱
岐
丘
中
学
校
校
長

戸
切
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
館
館
長

壱
岐
南
公
民
館
主
事

主
任
児
童
委
員

西
警
察
署
少
年
補
導
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

西
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

壱
岐
・
野
方
商
店
連
合
会
会
長

地
域
包
括
ケ
ア
壱
岐
南
モ
デ
ル
準
備
室
事
務
局
長

◆
２
０
２
４
年
度
壱
岐
南
校
区

自
治
協
議
会
役
員
・
委
員
名
簿
◆

※
太
字
は
今
年
度
新
し
く
役
員
・
委
員
に
就
任
さ
れ
た
方
で
す
。

＊
自
治
協
議
会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
公
民
館
２
階
の
自
治
協
議
会

事
務
室
ま
で
。
☎
（
８
１
１
）
０
３
３
６
。
水
・
金
曜
日
の
午
後
１
時

30
分
か
ら
４
時
ま
で
は
事
務
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

＝
２
０
２
４
年
度
自
治
協
総
会
＝

○
避
難
訓
練

昨
年
度
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
訓
練
を

11
月
11

24
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

【
役
員
体
制
】

2
0
2
4
〜
2
0
2
5
年
度
の

役
員
体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会

長

吉
岡

岩
輝

副
会
長

山
崎

巌

副
会
長

小
川

律
子

事
務
局
長

水
崎

美
鈴

会

計

福
江

恵
子

監

事

川
口

享
三

監

事

江
崎

幸
恵

※
な
お
、
本
年
度
か
ら
事
務
局
員

が
交
代
し
ま
し
た
。

新
し
い
事
務
局
員
は
尾
崎
智
子

さ
ん
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

2
0
1
0
年
か
ら
14
年
務
め
て

い
た
佐
次
川
美
加
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

《写真で見る壱岐南》

４
月
19
日
、
壱
岐
南
公
民
館
で
壱
岐
南
校
区
自
治
協
議
会

第
21
回
通
常
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

会計・福江恵子 事務局長・水崎美鈴
副会長・小川律子 会長・吉岡岩輝 副会長・山崎巌

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事

○
９
月
１
日（
日
）

西
区
親
善

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
９
月
15
日（
日
）

西
区
親
善

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
９
月
21
日（
土
）

校
区
人
権
の
つ
ど
い

壱
岐
南
公
民
館

○
９
月
25
日（
水
）

献
血
活
動

木
の
葉
モ
ー
ル
橋
本
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自治協議会 『お財布』の中身 ～2023年度収支報告書／2024年度予算書～

2023年度【一般会計】収支報告書
《収入の部》

備 考差引額（実績－予算）2023年度実績項 目
651,648前 年 度 繰 越 金

3,177×70002,223,900会 費 収 入

本
年
度
収
入

配布物委託料44,2221,644,222受 託 料 収 入
雑収入（予算等繰戻金）

記念式典祝い金232,000232,000雑 収 入
92名▲16,000284,000雑 収 入 （ 会 計 ）

46,26446,261雑 収 入 銀 行 利 息 等
1,300,0001,300,000積 立 金 取 り 崩 し

防災安全課60,00060,000青パト助成金（車検補助金）
定 期 預 金 （ 積 立 金 ）

1,666,4836,442,031収 入 の 部 合 計
《支出の部》

備 考差引額（実績－予算）2023年度実績項 目
0131,500西 消 防 団 壱 岐 分 団

負

担

金

4,24560,255西 福 岡 防 犯 協 会
030,000西福警察署少年補導委員会

20,00020,000西区自治協等連絡協議会
030,000保 護 司 会
05,000壱岐南まちづくり協議会
010,000生 松 台 利 用 運 営 委 員 会
015,000自 治 会 長 会 会 費

24,245301,755負 担 金 小 計
01,200,000特 別 会 計 助 成 金

助

成

金

00特 別 会 計 文 化 祭 分 担 金
149,999人 権 尊 重 推 進 協 議 会

4,0006,000民 児 協
▲1,275,9221,375,922自治協 20周年行事積立
▲1,271,9212,631,921助 成 金 小 計

配布委託費▲16,5501,616,550委 託 料

管

理

費

等

94,0006,000会 議 費
新春の集い▲221,800621,800懇親会費（新春のつどい）

10,0000旅 費 交 通 費
懇親会費・集い▲42,173142,173渉 外 費
役員5人分0278,000活 動 費

10,0000通 信 運 搬 費
29,512488消 耗 品 費
550550備 品 費 ・ 雑 費

20周年事業含▲200,000500,000定 期 預 金 積 立
050,000文 化 祭 積 立 金
0100,000青 パ ト ・ 購 入 積 立 金

▲60,00060,000青 パ ト 車 検 代
消防団纏補助金91,54820,000予 備 費

▲306,0133,395,561管 理 費 等 小 計
▲1,553,6896,329,237支 出 の 部 の 総 合 計

112,794112,794次 年 度 繰 越 金

2023年度【特別会計】収支報告書
《収入の部》

備 考実 績項 目
3,107前 年 度 繰 越 金

3,690,000自 治 協 共 創 補 助 金
本
年
度
収
入

1,200,000協 議 会 自 主 財 源
0余 剰 金（ 返 還 金 ）
0文 化 祭 積 立 金 取 崩

体育祭共済金・祝い金33,000雑 収 入
0自 治 協 事 業 費 分 担 金

4,926,107収入の部合計
《支出の部》

備 考実 績項 目
452,741体 育 振 興 会

基

本

事

業

399,495青 少 年 子 ど も 育 成
78,766青 少 年 中 学 生 育 成
148,089交 通 安 全 推 進 委 員 会
120,697男 女 共 同 参 画 推 進 会 議
227,398生 活 環 境 委 員 会
180,855衛 生 連 合 会
85,000自 主 防 災 推 進 会
159,827防 犯 推 進 会

追加助成金￥5,000114,995文 化 振 興 会
1,967,863小 計
194,798い き み な い と 祭 り

そ
の
他
の
事
業

予算より100,000増595,499体 育 祭
0文 化 祭

用紙代19,096地 域 包 括 ケ ア 事 業
青パト保険料・防犯灯54,010防 犯 事 業 管 理 費

399,504広 報 委 員 会
100,000シ ニ ア ク ラ ブ

0倉 庫 ・ そ の 他 事 業
1,362,907小 計
361,475事 務 職 員 雇 用 費

運

営

費

0会 計 担 当 活 動 費
役員5名分516,000活 動 費
役員会・その他お茶2,706会 議 費
ブロバイダー料金142,369通 信 費
インク購入98,093印 刷 費

20,790備 品 費
0貸 借 料

23,972消 耗 品
振込手数料2,860雑 費

0予 備 費
1,168,265小 計
4,499,035支 出 の 部 の 総 合 計
427,072次 年 度 繰 越 金

2024年度【一般会計】収支予算書
《収入の部》

備 考2024（R6）年度2023年度
実 績項 目 増減額予算

▲538,854112,794651,648前 年 度 繰 越 金
700×3,177▲42,0002,181,9002,223,900会 費 収 入

本
年
度
収
入

市・県政だより▲4,2221,640,0001,644,222受 託 料 収 入
000雑収入（予備等繰戻金）

▲232,0000232,000雑 収 入
新春のつどい100×300016,000300,000284,000雑 収 入 （ 会 費 ）

▲46,261046,261雑 収 入 銀 行 利 息 等
▲1,300,00001,300,000積 立 金 取 崩 し
▲60,000060,000青パト助成金（車検補助金）

▲2,207,3374,234,6946,442,031収 入 の 部 合 計
《支出の部》

備 考2024（R6）年度2023年度
実 績項 目 増減額予算

0131,500131,500西 消 防 団 壱 岐 分 団

負

担

金

74561,00060,255西 福 岡 防 犯 協 会
030,00030,000西福警察署少年補導委員会

20,00040,00020,000西区自治協等連絡協議会
030,00030,000保 護 司 会
05,0005,000壱岐南まちづくり協議会
010,00010,000生 松 台 利 用 運 営 委 員 会
会長会参加負担015,00015,000自 治 会 長 会 会 費

20,745322,500301,755負 担 金 小 計
一般会計から特別会計へ▲350,000850,0001,200,000特 別 会 計 助 成 金

助
成
金

000特 別 会 計 文 化 祭 分 担 金
20,00170,00049,999人 権 尊 重 推 進 協 議 会
4,00010,0006,000民 児 協

▲1,375,92201,375,922自治協 20周年行事積立
▲1,701,921930,0002,631,921助 成 金 小 計

市・県政収入各自自治会へ3,4501,620,0001,616,550委 託 料

管

理

費

等

24,00030,0006,000会 議 費
▲21,800600,000621,800懇親会費（新春のつどい）
10,00010,0000旅 費 交 通 費

▲42,173100,000142,173渉 外 費
自治協役員活動費▲40,000238,000278,000活 動 費

10,00010,0000通 信 運 搬 費
4,5125,000488消 耗 品 費
4,4505,000550備 品 費 ・ 雑 費

▲60,000060,000青 パ ト 車 検 代
▲300,000200,000500,000定 期 預 金 積 立

050,00050,000文 化 祭 積 立 金
0100,000100,000青 パ ト ・ 購 入 積 立 金

▲5,80614,19420,000予 備 金
▲413,3672,982,1943,395,561事 務 費 等 小 計

▲2,094,5434,234,6946,329,237支 出 の 部 の 総 合 計
0112,794収 支 差 額

2024年度【特別会計】収支予算書
《収入の部》

備 考予 算項 目
427,072前 年 度 繰 越 金

3,790,000市 支 援 事 業 補 助 金
収
入
の
部

一般会計より850,000協 議 会 自 主 財 源
0余 剰 金 ・ 繰 越 金
0積 立 金 取 崩（ 文 化 祭 ）
0雑 収 入

5,067,072収 入 の 部 合 計
《支出の部》

備 考予 算項 目 計自主財源市補助金
500,000200,000300,000体 育 振 興 会

基

本

事

業

400,000200,000200,000青 少 年 子 ど も 会 育 成 部
80,00040,00040,000青 少 年 中 学 生 育 成 部
155,00035,000120,000交 通 安 全 推 進 委 員 会
150,00040,000110,000男 女 共 同 参 画 推 進 会 議
230,00050,000180,000生 活 環 境 委 員 会
180,00025,000155,000衛 生 連 合 会
90,00035,00055,000自 主 防 災 推 進 会
160,00060,000100,000防 犯 推 進 会
145,00050,00095,000文 化 振 興 会

2,090,000735,0001,355,000小 計
260,00040,000220,000い き み な い と 祭 り

自
主
公
益
事
業

600,000200,000400,000体 育 祭
000文 化 祭
用紙代30,00010,00020,000包 括 ケ ア・花 ボ ラ 事 業
保険料・防犯灯70,000070,000防 犯 事 業 管 理 費

450,000100,000350,000広 報 委 員 会
100,000100,0000シ ニ ア ク ラ ブ

1,510,000450,0001,060,000小 計
408,0000408,000事 務 局 員 雇 用 費（ 給 与 ）

運

営

費

000会 計 担 当 者 活 動 費
612,0000612,000役 員 （ 活 動 費 ）
20,00010,00010,000会 議 費
160,00010,000150,000通 信 費
160,00030,000130,000印 刷 費
30,00010,00020,000備 品 費

000貸 借 料
35,000035,000消 耗 品

振込手数料10,000010,000雑 費
32,07232,0720予 備 費

1,467,07292,0721,375,000小 計
5,067,0721,277,0723,790,000支 出 の 部 の 総 合 計
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い
き
み
な
み
人
権
尊
重
推
進
協

議
会
は
、
４
月
９
日
に
壱
岐
南
公

民
館
行
で
第
26
回
総
会
を
行
い

ま
し
た
。

総
会
の
前
に
戸
切
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
館
元
館
長
の
守
田
義
弘
さ

ん
か
ら
「『
壱
岐
地
区
』
の
人
権
へ

の
取
り
組
み
〜
そ
の
歩
み
と
こ
れ

か
ら
」
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
波
多
野
憲
二
・
壱
岐

丘
中
学
校
教
頭
が
議
長
を
務
め
、

事
業
報
告
・
決
算
報
告
な
ど
の
す

べ
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

《
事
業
計
画
》

○
人
権
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

校
区
内
の
す
べ
て
の
人
を
対
象

に
人
権
に
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
校
区
内
の
人
権

啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
優
秀

作
品
の
表
彰
、
の
ぼ
り
旗
作
成
や

掲
示
に
よ
っ
て
、
校
区
内
の
人
権

意
識
の
向
上
を
め
ざ
す
。

詳
し
い
こ
と
は
全
戸
配
布
の

「
募
集
要
項
」
を
参
照
。

○
人
権
の
つ
ど
い

９
月
21
日
（
土
）
に
公
民
館
で

開
催
予
定
。
小
金
丸
誠
・
マ
ナ
ハ

ウ
ス
施
設
長
に
「
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
（
仮
）」

と
し
て
講
演
い
た
だ
く
。

○
人
権
ス
タ
デ
ィ
ツ
ァ
ー

久
留
米
市
の
人
権
啓
発
セ
ン
タ

ー
（
エ
ー
ル
ピ
ア
）
を
11
月
11

13
日

（
水
）に
訪
問
し
、
久
留
米
市
の
取

り
組
み
な
ど
を
学
ぶ
。

○
町
別
人
権
研
修
会

本
年
度
は
す
べ
て
の
自
治
会
で

人
権
研
修
会
を
実
施
す
る
方
向
で

進
め
る
。

○
そ
の
他

《
２
０
２
４
年
度
役
員
》

会

長

吉
岡

岩
輝

副
会
長

山
崎

巌

石
田

巖

惠
村

猛
夫

事
務
局
長

河
野
敏
春

会

計

上
原

恵
美
子

広
報
部
長

江
藤

淑
子

な
お
、
副
会
長
は
町
別
人
権
研

修
部
長
を
兼
任
し
、
事
務
局
長
は

事
業
部
長
を
兼
ね
ま
す
。

ま
た
、
校
区
担
当
の
区
役
所
職

員
は
池
野
尚
昭
さ
ん
で
す
。

☆
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

☆

～

人
尊
協
総
会
～

ママさん

バレーボール大会開催

６月２日に「第34回壱岐南校区親善壮年ソフトボール大会」
を壱岐丘中学校校庭で行いました。大会にはオープン参加の
２チームを含め１１チームが参加し、２パートに別れて熱戦を
繰り広げました。
Ａパートでは壱岐団地南が、Ｂパートでは藤ヶ丘チームが

優勝し、校区代表を決める決勝戦が行われました。その結果、
７対５というスコアで壱岐団地南チームが優勝。
９月15日（日）に開催予定の西区大会に出場します。
壱岐団地南チームの優勝は18年ぶりとあって、慰労会は大
変盛り上がったそうです。
選手・応援団、自治会の皆さんお疲れさまでした。

（体育振興会）

壮年ソフトボール大会開催!!

（準優勝／藤ヶ丘）

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
５
月
25
日

に
第
39
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
壱
岐
南
小
学
校
校
庭
で

実
施
。
４
つ
の
ク
ラ
ブ
か
ら
92
歳

か
ら
62
歳
ま
で
の

62

43
人
が
参
加

し
、
楽
し
く
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

壱
岐
南
校
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
こ

れ
ま
で
、
戸
切
鶴

亀
会
、
野
方
福
寿

会
、
壱
岐
南
長
寿

会
の
３
ク
ラ
ブ
で

活
動
し
て
い
ま
し

た
。今

年
度
新
た

に
、
橋
本
健
寿
会

が
加
盟
さ
れ
、
４

ク
ラ
ブ
で
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
発
足
当
初
か

ら
「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」
の

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
壱
岐

南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
、
こ
の
精
神

を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《優勝》
萩ヶ丘チーム

《準優勝》
野方南四区＋藤ヶ丘チーム

６
月
９
日
に
壱
岐
南
小
学
校
と
壱
岐

丘
中
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
第

34
回
壱
岐
南
校
区
親
善
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
に
は
、
野
方
南
４
区

＋
藤
ヶ
丘
チ
ー
ム
を
は
じ
め
６
チ
ー
ム

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

大
差
が
つ
く
試
合
あ
り
、
接
戦
あ
り

の
ゲ
ー
ム
展
開
で
し
た
が
、
決
勝
戦
に

は
野
方
南
４
区
＋
藤
ヶ
丘
と
萩
ヶ
丘
チ

ー
ム
が
進
み
、
萩
ヶ
丘
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。

９
月
１
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
予
定

の
西
区
大
会
で
の
善
戦
を
祈
り
ま
す
。

（
体
育
振
興
会
）

（優勝／壱岐団地南）

優 勝 西見 正徳（野方福寿会）
準優勝 片山 幸子（野方福寿会）
第３位 金光 俊典（野方福寿会）

シ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

PPoint１Point１／／歩行者動線の明確歩行者動線の明確化化
歩行者動線の色は、車道の黒色と強いコントラス
トをつけるため、明るいベージュ色としました。
また、駅舎内の床の色と同系色であり、コントラ
ストを統一しました。

Point２Point２／／構造物のコントラス構造物のコントラストト
シェルターや案内板の派hしらの色は、周囲と見分けがつくように
黒色としました。

Point３Point３／／シェルター（屋根シェルター（屋根））
駅舎から各乗降場までシェルターを設置すること
で、歩行者が雨に濡れることなく、乗り継ぎが可
能になります。また、シェルターには、橋本駅の
シンボルマーク「もみじ」を装飾し、親しみを感
じ落ち着ける雰囲気を作りました。
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自
宅
で
も
最
後
ま
で
暮
ら
せ
る
地
域
に

（
２
０
２
４
年
度

総
会
）

編

集

後

記

昨
年
の
８
月
か
ら
整
備
工
事
が

は
じ
ま
り
、
今
年
５
月
31
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
橋
本

駅
前
広
場
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
初
め
て
屋
外
の
ま
ち
づ

く
り
で
「
認
知
症
の
人
に
も
や
さ

し
い
デ
ザ
イ
ン
」
を
導
入
し
た
と

あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
あ

り
ま
し
た
。

３
面
の
記
事
と
写
真
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
な
お
１
面
に
は
、

橋
本
駅
前
広
場
の
新
し
く
な
っ
た

「
の
る
ー
と
」
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
の
写
真
を
掲
載
し
ま
し

た
。梅

雨
入
り
し
て
、
じ
め
じ
め
し

た
日
が
続
き
ま
す
。
気
分
を
明
る

く
お
す
ご
し
く
だ
さ
い
。

１
９
２
号
は
９
月
に
発
行
す
る

予
定
で
す
。

●
壱
岐
南
校
区
社
会
福
祉
協

議
会
は
、
４
月
10
日
に
５
年
ぶ

り
に
対
面
で
の
総
会
を
壱
岐
南

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
た

あ
と
、
会
則
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
各
自
治
会
の

福
祉
担
当
委
員
を
会
員
と
す

る
」
こ
と
で
す
。

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
と

予
算
も
原
案
ど
お
り
に
認
め
ら

れ
、「
ふ
れ
あ
い
配
食
」「
ふ
れ

あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
」

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
研
修
会
」

「
民
生
委
員
児
童
委
員
と
の
懇

談
会
」
を
中
心
に
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

●
少
子
高
齢
化
が
す
す
む
な

か
地
域
福
祉
に
お
い
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
今
日
的
課
題
が
あ
り

ま
す
。

校
区
で
も
高
齢
者
の
ひ
と
り

暮
ら
し
、
高
齢
者
夫
婦
だ
け
の

世
帯
が
た
い
へ
ん
多
く
な
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
在

宅
で
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
事
例

が
少
し
ず
つ
復
活
し
て
い
ま

す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

の
福
祉
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】
新
里

察
〇
八
〇｜

二
七
〇
九｜

〇
八
三
七

酸
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す

西
区
社
会
福
祉
協
議
会

賛
助
会
員
加
入
の
お
礼

（
令
和
６
年
１
月
９
日
～
４
月
30
日
）

（
敬
称
略
・
受
付
順
）

個

人
山
口

静
子
・
黒
岩
千
富
子

福
江

恵
子
・
原
口

輝
子

柴
田

弘
子
・
本
田
千
津
子

橋
垣

和
子

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

背
景
に
は
、
２
０
０
０
年
に

は
じ
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
に

よ
る「
訪
問
医
療
」「
訪
問
看
護
」

「
訪
問
介
護
」
の
他
職
種
連
携

シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
が
社

会
に
知
ら
れ
、
成
熟
し
て
き
た

か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
高
齢
者
の
相
談
窓
口

で
あ
る「
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
」

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
で

す
。ま

た
、
校
区
で
も
「
地
域
包

括
ケ
ア
壱
岐
南
準
備
室
」
が
つ

く
ら
れ
、
病
院
・
福
祉
施
設
の

代
表
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
機

関
・
団
体
の
み
な
さ
ん
が
参
画

さ
れ
、論
議
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
、
実

施
さ
れ
て
い
る
の
が
高
齢
者
の

居
場
所
の
ひ
と
つ
で
「
ふ
ら
〜

っ
と
カ
フ
ェ
壱
岐
南
」
で
す
。

２
０
１
５
年
２
月
に
実
行
委
員

会
方
式
で
は
じ
ま
り
、
現
在
ま

で
毎
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
の
た
い

せ
つ
な
役
割
は
、
日
々
の
暮
ら

し
方
や
最
期
の
迎
え
方
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
選

択
で
き
る
よ
う
な
地
域
環
境
を

醸
成
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
自
治
会
長
・

福
祉
担
当
委
員
・
民
生
委
員
児

童
委
員
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
誰
も
が

安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ

る
校
区
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

【
役

員
】

会

長

新
里

幸
吉

副
会
長

福
江

恵
子

副
会
長

事
務
局
長

前
田

界

書

記

長
井

寛

会

計

山
本

泉

【
事
務
局
員
】

野
方
台
団
地

山
本

良
子

野
方
台
団
地

竹
下

節
子

野
方
南
１
区

浪
口
美
佐
子

壱
岐
団
地
南

池
亀

チ
エ

橋

本

濱
地

秀
子

公
民
館

上
原
恵
美
子

●あなたも賛助会員に！●
社会福祉協議会では、高齢者も若者も、子どもも障がいを
もっている人も、みんな快適に暮らせる「あたたかいまち」を住
民の皆さんとつくっていきたいと考えています。
活動資金の一助となる「賛助会員」を募集しています。
会費は一口1,000円です。
会費のうち50％は校区社協の、残りの50％は西区社協の福祉事
業費として活用します。
趣旨に賛同される方は、公民館窓口に申し込んでください。

ふ
れ
あ
い
配
食
の
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、社
会
福
祉
協
議
会

役
員
・
事
務
局
員
と
の
懇
談
会
を
３
月

１
日
に
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

「『
ふ
れ
あ
い
配
食
』を
ふ
り
か
え
っ

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
や
こ
れ
か
ら
の
配
食

な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
声
を
聞

き
ま
し
た
。

感
染
症
が
蔓
延
し
て
い
た
時
期
は

も
ち
ろ
ん
調
理
も
で
き
ず
、代
わ
り
に

お
菓
子
な
ど
を
配
っ
て
声
か
け
を
し

て
き
ま
し
た
。

今
は
落
ち
着
い
て
き
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
以
前
よ
り
気
を
使
う
こ
と

が
多
く
、
献
立
変
更
も
あ
り
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
「
再
開
し
て
よ
か
っ
た
」

「
お
お
む
ね
よ
か
っ
た
」
と
い
う
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
同
士
の
交
流
の
場
に
も
な
り
、

仲
間
意
識
も
広
が
っ
て
と
て
も
楽
し

い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

お
弁
当
を
配
る
民
生
委
員
さ
ん
か

ら
は
、「
届
け
た
先
で
『
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
』『
お
い
し
か
っ
た
』

と
言
っ
て
い
た
だ
き
、や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
」と
い
う
こ
と
も
う
か
が
い
ま

し
た
。

作
年
度
、は
じ
め
て
お
赤
飯
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
が「
家
で
は
つ
く
ら

な
い
の
で
ぜ
ひ
続
け
て
く
だ
さ
い
」と

い
う
、う
れ
し
い
ご
要
望
も
あ
り
ま
し

た
。今

年
度
も
年
に
３
回
実
施
予
定
で
、

す
で
に
６
月
に
は
３
６
４
食
の
ち
ら

し
寿
司
弁
当
を
お
配
り
し
ま
し
た
。11

月
と
２
月
も
お
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
配
食
だ
よ
り

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍
杏

庵
庵

庵
庵

庵
庵

庵
庵

庵
庵

庵
庵

庵

調理中のボランティアのみなさん

ずらりと並んだちらし寿司
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